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　10月 25 日（木）、秋晴れの中、稲作体験学習の第
3回脱穀体験が行われました。
　農業の歴史を授業で学んだ子どもたちは、千歯こ
き、足踏み脱穀機を使った脱穀作業を実際に体験し
ました。使い方を教わった子どもた
ちは、初めて扱う農具に苦戦しなが
らも、一粒も無駄にしないよう慎重
に脱穀を行いました。
　脱穀の後は、収穫祭としてもちつ
き体験を行い、自分たちがついた餅
をごま、あんこ、きなこにつけて食
べました。子どもたちはおいしさに
歓声を挙げ、次々とおかわりの声が
飛び出しました。

　収穫祭後、子どもたちから、今年一年、春の田植
えから始まった体験を支えてくださった藤原市之助
さんをはじめ、つつじの里のみなさん、花巻農協の
方々にお礼の言葉と合唱を贈り体験学習を締めくく
りました。
　教育委員会では、このような活動を 9年間を見通
したカリキュラムに位置づけ、地域と一体となった
学習活動を進めていく計画です。

　平成 24年度「心の温もり作文」応募作品の審査が
終わりこのほど表彰式が行われました。
　作品は、家族とのふれあいや感謝の気持ち、身近
な体験を通して自分なりに考えたことや学んだこと
などこれからの生き方や郷土への愛情、大槌の将来
についての思いが伝わってくるものが多く、よくま
とめられていました。

＜各部門の入賞者＞
　【小学校低学年】

最優秀賞　　前川　蒼衣（大槌北小１年）
優 秀 賞　　齋藤　李好（大槌小１年）
優 秀 賞　　遠藤　望結（赤浜小１年）
佳　　作　　山蔭　　凜（大槌小２年）
佳　　作　　野﨑　真生（吉里小１年）
佳　　作　　照井　姫歌（大槌北小２年）

　【小学校中学年】
最優秀賞　　永井　瑚夏（安渡小３年）
優 秀 賞　　佐々木愛梨（安渡小４年）
佳　　作　　佐々木結菜（大槌小４年）
佳　　作　　関谷　李希（吉里小３年）
佳　　作　　篠崎　愛華（赤浜小３年）
佳　　作　　岩間　里衣（大槌北小４年）

　【小学校高学年】
最優秀賞　　黒沢真那斗（赤浜小５年）
優 秀 賞　　八幡　魁輝（大槌小６年）
優 秀 賞　　大杉菜智佳（大槌北小５年）
佳　　作　　江良　希美（安渡小６年）
佳　　作　　兼澤　皐月（大槌北小６年）

　【中学生の部】
最優秀賞　　木藤　　彩（大槌中２年）
優 秀 賞　　吉田　美涼（大槌中３年）
優 秀 賞　　阿部日菜子（大槌中３年）
佳　　作　　中村　史佳（大槌中１年）
佳　　作　　松村　　翼（吉里中２年）
佳　　作　　芳賀　真帆（吉里中２年）

　【高校生の部】
最優秀賞　　後藤　　渉（大槌髙２年）
優 秀 賞　　阿部　貴大（大槌髙２年）

実りの秋を実感

大きな愛を文章に▲

心の温もり作文入賞者が決まりました

稲作体験学習第３弾

　芸術文化の秋を締めくくる小中学校連合音楽会が
城山体育館で開かれ町内の小中学校の子どもたちが
すばらしい合唱・合奏を披露しました。
　今年度は、小中学校の合唱奏に加えて大槌中学校
と大槌高校の吹奏楽部の出場もありすばらしい音色
で会場を魅了しました。
　子どもたちは、美しいハーモニーを作ろう、軽快
なリズムに仕上げようと先生から教えてもらったり、
友だちと相談したりして練習に励んできました。ス

テージでは、みんなで気持ちを一つにして、聴く人
の心にしみいる発表を行うことができました。
　また、当日は特別出演として、打楽器奏者の野尻
小矢佳（のじりさやか）さんのマリンバ演奏があり、
プロの演奏に聴き入っていました。

＊�すべての子どもたちに豊かな「育ち」と確かな「学
び」を実現する。

　○小学校、中学校の円滑な接続
　　・�学習環境や人間関係の変化による、小学校と

中学校の段差を小さくする

　○小学校高学年における教科担任制の導入
　　・中学校の教科担任制への穏やかな段差解消
　　・�より多くの教員（多様な人間性）で子どもを

指導・支援

　○特設科目「ふるさと科」の導入
　　・�3.11 以前のふるさとの継承と新しいふるさ

とを創生する力の育成

　教育委員会と PTA連合会の共催による第 3回小中一貫教育研修会が、先進地である大阪府箕面市の森田雅彦
教育長を講師に迎えて行われました。講演では、校区連携型の一貫教育と施設一体型の一貫教育の可能性や進め
方について、子どもたちの成長・発達に合わせた「節目」の考え方等具体的な取組をとおしたお話をいただきま
した。今後、学校や保護者、地域の方々の意見をいただきながら当町の計画作りを進めてまいります。
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     教育行政基本理念

　町づくりは
　　人づくりにあり
　人づくりは
　　教育にあり

小中一貫教育の可能性
ふるさとを創りふるさとに生きる子どもを育てる教育に ―第３回研修会より―

自尊感情の形成
小中学生の交流

優しさ・思いやり・自信
上級生 下級生

夢・希望・あこがれ

＊中学校への不安を少なくする
＊教職員、児童生徒の交流

学力・体力の向上
＊小中教職員が課題共有
＊小 4年までに基礎徹底
＊教科担任制

自主性・協調性の伸長

【小中一貫教育でねらうもの】 【小中一貫教育の効果】

歌声に夢をのせて

第24回  小中連合音楽会


